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調
査
に
先
立
っ
て
市
長
に
相
談
す
る
職
員

岡
切
紅
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Ｇ

年
よ

崎
Ｕ
刎

　
　
　
　
　
数

　
　
　
　
　
帯

男
女
計
世

市の人口

１日現(I:, 臼天月１日現配住民基本
外国人登録人目による）

１ ０ 7.020人

１ ０ 9. 7 7 8人

2 16. 7 9 8人

6 0,5 ６ 8 |ii:帯
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友好の木を植樹する両市長（閻濤公喇にて）

希
望
し
た
い
こ
と
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
が
解
決

で
き
る
よ
う
、
市
民
課
巾
民
川
‥

談
室
に
お
い
て
ご
川
談
に
応
じ

て
お
り
ま
す
。
都
市
化
は
ま
す

ま
す
は
げ
し
く
な
り
、
ご
相
淡

に
応
じ
た
問
題
を
少
し
で
も
い

く
処
川
で
き
る
よ
う
、
こ
の
た

び
相
談
室
:
＝
７
-
ｔ
Ｔ
の
小
「
こ
だ
ま

‥
ダ
一
を
ｉ
Ｊ
車
い
た
し
、
心
Ｆ
脩
能

率
化
を
は
か
り
ま
し
た
。

Ｊ
よ
Ｘ

Ｉ
Ｉ

つ
ね
に
困
っ
た
こ
と
や
、
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花たばを贈る子どもにほほえむ福山市長・議長
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市政だより　お　か　ざ　き日

昭和4 7年３月-
３

-

全
国
一
斉

１
‐
１
１
‘

１

春

の

火

災

予

防

運

動

防
ご
う
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
の

　
　
　
火
災
や
爆
発
事
故

　
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
に
よ
る
火
災

や
事
故
が
発
生
し
、
貴
屯
な
財

産
を
火
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
火
災
や
事
故
の
大
半
は
不
注

意
に
よ
る
ガ
ス
漏
れ
が
原
因
で

す
。
み
な
さ
ん
の
家
庭
を
守
る

た
め
つ
ぎ
の
こ
と
に
注
意
し
ま

し
ぶ
ｙ
つ
。

容
器
は
屋
外
に

▽
ガ
ス
ボ
ン
ベ
は
屋
外
の
直
射

　
‐
光
の
あ
た
ら
な
い
通
風
の

　
よ
い
場
所
に
置
き
ま
し
ょ
う
。

▽
ボ
ン
ベ
は
、
く
さ
り
等
で
転

　
倒
防
止
を
し
ま
し
ょ
う
。

ゴ
ム
ホ
ー
ス
は
不
必
要
に
長
く

し
な
い
こ
と

▽
古
い
ゴ
ム
ホ
ー
ス
は
早
め
に

　
交
換
し
ま
し
ょ
う
。

▽
ゴ
ム
ホ
ー
ス
に
は
バ
ン
ド
を

　
取
り
つ
け
ま
し
ょ
う
。

ガ
ス
器
具
に
は
煙
突
か
排
気
筒

を
設
け
ま
し
ょ
う

▽
風
呂
釜
、
湯
沸
器
、
ス
ト
ー

　
ブ
等
の
煙
突
等
は
必
ず
屋
外

　
に
出
し
ま
し
ょ
う
。

▽
ガ
ス
器
具
の
あ
る
室
に
は
換

　
気
口
を
設
け
ま
し
ょ
う
。

器
具
等
の
点
検
、
手
入
の
励
行

▽
点
火
前
に
は
必
ず
ガ
ス
漏
れ

　
を
確
か
め
ま
し
ょ
う
。

▽
黄
い
炎
や
、
赤
い
炎
は
不
完

　
仝
燃
焼
で
す
。
す
ぐ
測
整
を

　
し
ま
し
ょ
う
Ｏ

▽
寝
る
前
、
外
出
前
に
は
Ｓ
具

　
コ
ッ
ク
や
元
栓
を
必
ず
閉
め

　
ま
し
ょ
う
。

　
正
服
正
帽
、
身
分
証
明
書
を

　
持
参
し
て
い
ま
す
。

　
調
査
事
項
は
消
費
設
備
、
ガ

　
ス
器
只
の
凋
査
点
検
（
無
料

　
）
た
だ
し
部
品
の
交
換
は
実

　
費
負
批
で
あ
り
ま
す
。

※
た
だ
し
凋
査
八
は
消
防
署
と

　
は
関
係
が
あ
り
ま
せ
ん
。

１
１
１

林
野
火
災
防
ぎ
ょ
訓
練

と
　
き
　
三
‐
丿
五
日
（
日
）

　
　
　
　
午
前
九
時

▽
使
用
し
な
い
元
栓
や
コ
ッ
ク
　
と
こ
ろ

　
に
は
ゴ
ム
キ
ャ
ッ
プ
を
使
用

　
し
、
赤
テ
ー
プ
で
印
を
つ
け

　
ま
し
ょ
う
。

臭
い
が
し
た
ら
ガ
ス
漏
れ
、
ガ

ス
は
空
気
よ
り
重
い

岩
戸
町
矢
名
平
地
内

市
有
林
一
帯

高
膚
建
築
物
火
災
防
ぎ
ょ

訓
練
と
　
き

▽
ガ
ス
掴
れ
の
と
き
は
直
ち
に
　
と
こ
ろ

　
付
近
の
火
気
を
消
し
、
容
器

　
弁
、
元
栓
、
器
具
コ
ッ
ク
等

　
を
閉
め
る
。

▽
室
内
の
換
気
を
充
分
に
行
な

　
い
、
ガ
ス
の
臭
い
が
完
全
に

　
消
え
る
ま
で
火
気
や
電
気
器

　
具
を
使
用
し
な
い
こ
と
。

○
今
回
、
市
内
に
西
三
ガ
ス
セ

　
ン
タ
ー
が
設
立
さ
れ
、
プ
ロ

　
パ
ン
ガ
ス
ボ
ン
ペ
、
器
只
等

　
の
正
し
い
貯
蔵
、
取
扱
い
の

　
点
検
指
導
の
た
め
調
査
貝
が

　
巡
回
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

　
し
た
。
調
査
‥
貝
は
西
三
ガ
ス

　
セ
ン
タ
ー
所
属
調
査
員
で
、

三
月
八
口
（
水
）

午
前
九
時

康
生
通
西
三
丁
目

岡
崎
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
・
レ
オ
お

よ
び
松
坂
屋
岡
崎
店

　
休
野
火
災
防
ぎ
ょ
訓
練
・
高

臍
建
築
物
火
災
防
ぎ
ょ
訓
練
の

両
訓
練
場
所
を
消
防
車
が
赤
色

灯
を
点
灯
し
、
サ
イ
レ
ン
を
吹

鳴
し
て
通
り
ま
す
の
で
火
災
と

間
違
え
の
な
い
よ
う
、
ま
た
消

防
車
は
到
着
と
同
時
に
放
水
を

い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
’
訓
練
場
所
附
近
の
水

道
の
水
が
に
ご
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
、
必
要
な
水
の
た
め

置
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
「
火
事
」
と

　
　
　
「
救
急
」
は
一
一
九
番
へ

●p－心〃W

市
庁
舎
周
辺
整
備

　
懸
案
だ
っ
た
市
庁
舎
周
辺

整
備
の
た
め
の
、
ス
ポ
ー
ツ

ガ
ー
デ
ン
の
ボ
ー
リ
ン
グ
部

門
と
の
交
換
売
買
が
、
会
社
、

株
主
、
従
業
員
の
ご
理
解
を

得
て
、
二
十
九
‐
の
臨
時
市

議
会
で
承
認
を
俳
た
。

　
昨
年
五
月
、
私
の
就
任
以

来
、
た
く
さ
ん
の
巾
議
や
、

一
般
市
民
か
ら
、
折
角
、
立

派
な
新
庁
舎
が
出
来
て
も
、

駐
車
場
を
は
じ
め
川
辺
の
上

地
が
少
な
く
、
市
民
生
活
の

セ
ン
タ
ー
と
し
て
整
術
が
お

し
、
用
地
譲
渡
の
申
し
入
れ

を
し
た
が
、
既
に
同
社
は
、

設
計
も
完
了
し
て
い
る
と
の

こ
と
で
、
応
諾
を
得
る
こ
と

が
出
来
ず
、
他
の
適
地
と
の

交
換
案
、
隣
地
交
換
案
等
に

い
ろ
い
ろ
折
衝
を
つ
づ
け
た

が
、
相
手
の
受
け
入
れ
る
と

こ
ろ
と
な
ら
な
か
っ
た
。

　
こ
の
時
点
で
、
わ
れ
わ
れ

と
し
て
も
止
む
を
得
な
い
と

し
て
断
念
す
る
考
え
も
相
当

強
か
っ
た
が
、
将
来
の
市
庁

舎
川
辺
整
備
を
考
え
て
検
討

し
た
結
果
、
公
社
側
の
諒
解

く
れ
て
い
る
と
指
摘
を
受
け
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
゛

た
が
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
　
＠
＠
ぬ
　
　
　
｛
四
四
　
　
一
　
　
｀
一
心
的
作
作

た
だ
ち
に
解
決
で
き
る
こ
と
　
・

で
も
な
く
、
将
来
そ
の
必
嬰

性
を
考
え
て
い
た
と
こ
ろ
、

た
ま
た
ま
、
六
月
三
１
　
日
、

市
役
所
東
に
九
四
一
坪
の
上

地
を
持
つ
東
武
忽
行
運
輸
皿

が
、
自
社
所
有
地
に
ボ
ー
リ

ン
グ
場
を
建
設
す
る
計
画
を

明
ら
か
に
し
た
こ
と
か
ら
、

こ
の
問
題
が
派
生
し
た
。

　
市
と
し
て
は
、
将
来
の
整

備
計
画
と
し
て
、
新
庁
介
東

側
の
一
帯
を
確
保
し
た
い
と

考
え
て
い
た
の
で
、
た
だ
ち

に
同
社
に
対
し
事
情
を
説
明

内
田
喜
久

が
俳
ら
れ
れ
ば
、
岡
崎
市
が

六
割
の
出
資
を
し
て
、
市
有

地
に
建
設
さ
れ
て
い
る
ス
ポ

ー
ツ
ガ
ー
デ
ン
と
の
交
換
売

買
、
と
い
う
こ
と
で
さ
ら
に

東
武
と
交
渉
を
す
る
こ
と
を

吟
え
た
。

　
そ
こ
で
、
巾
議
会
に
も
こ

う
し
た
考
え
を
説
明
す
る
と

共
に
、
会
社
及
び
株
主
、
労

働
組
合
に
も
説
明
し
て
、
ご

諒
解
を
得
る
よ
う
に
努
力
し

た
が
、
多
く
の
論
議
を
呼
ぶ

に
至
り
、
議
会
と
し
て
も
、

慎
収
審
議
と
い
う
こ
と
か
ら

九
月
議
会
で
。
市
庁
〈
‥
川
辺

整
備
特
別
委
‥
只
会
を
設
置
し

て
ご
検
討
を
頂
く
こ
と
に
な

っ
た
。

　
そ
の
結
米
、
新
庁
介
東
四

軒
の
民
家
の
移
転
と
川
地
の

取
得
、
道
路
を
距
て
た
東
側

一
角
の
、
岡
陸
タ
ク
シ
ー
と

東
武
急
行
の
土
地
、
及
び
消

防
署
と
の
間
に
あ
る
民
有
地

取
俳
と
い
う
恪
直
方
針
を
決

め
て
頂
き
、
と
く
に
東
武
急

行
は
、
八
月
二
十
六
目
付
で

ボ
ー
リ
ン
グ
場
の
建
築
許
可

が
下
り
て
い
る
の
で
、
最
優

先
に
交
渉
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
　
爾
来
、
今
‐
ま
で
委
員
会

に
お
い
て
も
慎
巾
審
議
を
屯

ね
て
頂
き
、
開
発
公
社
も
二

月
十
九
‐
の
臨
時
株
主
総
会

で
、
圧
倒
的
多
数
で
、
営
業

譲
渡
を
は
じ
め
諦
議
案
を
ご

収
認
頂
い
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
長
い
話
し
介

い
の
木
に
、
よ
う
や
く
川
辺

惟
備
計
画
の
第
一
の
課
題
を

果
４
　
俳
た
が
、
今
後
も
一
層

の
努
力
を
し
て
、
市
庁
舎
川

辺
の
整
備
を
す
す
め
た
い
と

考
え
る
。
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働
き
な
が
ら
学
ぶ
生
徒
を
募
集

市
立
岡
崎
高
等
学
院
並
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等
学
校
岡
崎
教
室

▽
所
在
地
１
岡
崎
市
伊
賀
町
字
西
郷
巾
一
〇
四

新
年
度
入
学
生
を
つ
ぎ
の
要
領
に
よ
り
原
集
し
ま
す
。
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同

上

噸

作

同
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　　同　同二．同
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　　上上制　上

言

汗曹

同

上

女

丿-■

一
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{|
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２

年

が

攻

科

同

上

一
肛

‰

　一節

　　同　同二毎川
　　　　　　｢1 m

/　　部　ﾙjJ

　　　　　　　目

　　上上制　災

伊鮒

ゲレ

プ　教｀■

同

上

巾男

女

八
官

巾

学

外

友

行

４

年

il卜ご.
ル

に

詳
し
い
こ
と
は
市
立
岡
崎
高
等
学
院
（
電
話
二
二
―
六
九
八
五
）
ま
た
は
岡
1
4
市
教
育
委
‥
貝
会

社
会
教
育
課
（
電
話
二
三
１
六
四
三
四
）
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

１

　　　　　　　　　茶道を学ぶ生徒　畔

毒　熱心に外語を学ぶ

　
岡
崎
巾
で
は
、
魅
力
あ
る
岡
　
　
に
川
席
し
て
い
た
だ
き
ま
す

崎
の
町
づ
く
り
の
た
め
、
市
政
　
　
ニ
、
募
集
人
員

モ
ニ
タ
ー
制
度
を
設
け
て
、
広
　
　
　
　
五
〇
々
‥
以
内

く
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
、
市
　
　
　
た
だ
し
、
応
偉
行
多
数
の

政
に
つ
い
て
の
建
設
的
な
ご
意
　
　
場
へ
‐
は
、
年
令
’
　
　
　
"
Ｉ
ｒ

-
"
　
■
地
等

見
、
ご
嬰
望
を
い
た
だ
き
、
市
　
　
を
も
と
に
選
考
し
ま
す
。

政
の
参
考
に
し
た
い
と
思
い
ま
　
三
、
応
募
資
格

す
の
で
、
つ
ぎ
の
要
領
に
よ
り
　
　
　
満
ニ
ト
才
以
上
で
、
岡
崎

巾
政
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
い
た
し
　
　
市
内
に
一
年
以
上
院
ん
で
お

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
れ
る
府
民
の
か
た
。
（
昭

　
　
　
　
記
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
和
四
十
六
年
度
の
市
政
モ
ニ

一
、
モ
ニ
タ
ー
の
職
務
　
　
　
　
　
　
タ
ー
の
か
た
は
遠
慮
し
て
く

出
　
市
が
定
め
た
ア
ン
ケ
ー
ト
　
　
　
だ
さ
い
。
）

　
に
回
答
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
　
四
ヽ
任
　
期

Ｃ
ｓ
ｊ

-
1
=
｡
政
に
つ
い
て
、
ご
意
見
　
　
　
昭
伽
円
ｔ
七
年
四
月
一
口

　
ご
要
望
を
随
時
提
川
七
て
い
　
　
か
ら
昭
印
四
十
八
年
三
‐
‥
¨
三

　
た
だ
戎
よ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
十
一
日
ま
で

閣
　
モ
ニ
タ
ー
会
議
（
年
二
回
　
五
ヽ
モ
ニ
タ
ー
の
謝
礼

）
、
施
設
見
学
（
年
一
回
）

I ＼χ
Ｓ
／

年
額
　
六
、
〇
〇
〇
円

申
込
方
法

球
集
要
綱
な
ら
び
に
市
政

　
モ
ニ
タ
ー
申
込
占
は
、
岡
崎

　
淑
役
所
介
画
課
お
よ
び
各
交

　
所
に
お
い
て
お
渡
し
し
ま
す
。

七
、
申
込
期
限

　
　
昭
和
四
十
七
年
三
り
二
十

　
‐
ま
で

八
、
モ
ニ
タ
ー
委
嘱
決
定
に
つ

　
い
て

　
　
四
月
上
旬
に
応
募
行
宛
に

　
通
知
し
ま
す
。
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一
回
兄
建
設
呆
禽
ピ
よ
り
　
㈲
　

一

国
民
健
康
保
険
だ
よ
り

健
　
康
　
メ
　
モ
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リ
ュ
ウ
マ
チ
な
ら
胃
を
大
切

に　
寒
さ
に
Ｉ
ば
ん
こ
た
え
る

の
が
リ
ュ
ウ
マ
チ
、
神
経
痛

の
あ
る
人
で
す
。
こ
の
持
病

の
人
は
、
い
ざ
痛
む
と
い
う

と
き
に
は
思
い
切
っ
て
く
す

り
を
決
っ
て
抑
え
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
と
こ
ろ
が
リ

ュ
ウ
マ
チ
、
経
神
痛
の
く
す

り
は
総
じ
て
胃
に
悪
い
も
の

が
多
い
の
で
す
。
い
き
お
い

リ
ュ
ウ
マ
チ
、
神
経
痛
の
人

は
ふ
だ
ん
胃
を
丈
夫
に
保
つ

自

▽
こ
と
し
か
ら
自
転
車
の
防
犯

登
録
の
ラ
ベ
ル
が
、
黄
色
に
か

わ
り
ま
す
。
防
犯
登
録
は
、
ラ

ベ
ル
の
色
が
二
年
目
ご
と
に
か

わ
り
、
六
年
闘
有
効
と
な
っ
て

い
ま
す
。
六
年
前
に
赤
色
の
ラ

ベ
ル
で
登
録
し
て
あ
る
自
転
車

は
、
折
し
く
登
録
し
な
お
し
て

く
だ
さ
い
。

▽
自
転
小
の
防
犯
登
録
は
自
転

車
の
盗
難
を
防
正
し
、
犯
罪
捜

査
の
手
が
か
り
と
る
も
の
で
、

い
わ
ば
、
自
転
車
の
「
登
記
」

の
よ
う
な
も
の
で
す
。
古
い
赤

色
の
ラ
バ
ル
は
台
帳
か
ら
消
さ

■･ I ㎜㎜●･ ■ ㎜㎜●･ ●■皿１
●㎜I

㎜●●・
魯●■皿I
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叫

寺

り
　
　
蔵

文化財めぐ

法

木宿町寺山

や;鉄電車本宿駅下車

　
当
山
の
山
暗
に
よ
れ
ば
、
文

武
天
皇
の
大
宝
。
几
年
（
七
〇
一

）
行
法
菩
薩
の
開
創
と
い
わ
れ

て
お
り
、
時
の
帝
か
ら
出
生
寺

の
寺
号
を
賜
わ
り
勅
噸
所
と
な

り
ま
し
た
。
そ
の
後
御
花
園
よ

ｈ
ソ
ー
宝
徳
三
年
（
一
四
五
一
）

－
再
び
勅
願
所
と
し
て
「
大
神

光
」
の
勅
額
を
拝
領
い
た
し
ま

し
た
。

　
ま
た
、
徳
川
家
の
鳥
机
親
氏

公
深
く
帰
依
し
嘉
慶
元
年
（
一

三
八
七
）
諦
賞
宇
を
建
立
し
、

寺
号
法
蔵
寺
と
改
め
、
宗
門
鳥

桁
の
寺
と
し
て
有
名
に
な
り
ま

し
た
。
山
諸
に
ま
つ
わ
る
宝
物

も
数
多
く
所
蔵
さ
れ
、
参
詣
者

拝
観
者
に
公
開
さ
れ
て
お
り
ま

す
。

　
市
指
定
文
化
財

○
山
越
阿
弥
陀
如
来
像

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
幅
）

　
山
上
に
阿
弥
陀
如
来
が
上
半

　
身
を
現
わ
し
た
浄
土
門
徒
を

　
宗
敬
す
る
像
で
、
宝
町
時
代

　
作
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

○
ニ
ト
Ｌ
丘
菩
薩
来
迎
図

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
幅
）

　
宝
町
時
代
の
作
だ
が
生
地
の

　
腐
蝕
が
甚
だ
し
く
、
画
而
も

　
不
鮮
明
で
あ
り
ま
す
。

○
ａ
‥
導
大
師
像
（
一
幅
）

　
切
金
の
手
法
を
用
い
て
描
か

　
れ
た
鎌
介
時
代
の
作
。

○
渡
唐
天
神
像
（
一
幅
）

　
家
康
が
幼
少
に
じ
才
の
竹
千
代

　
の
こ
ろ
武
収
修
学
の
帥
と
し

　
い
た
人
神
で
、
常
に
礼
拝
し

　
て
い
た
像
と
寺
伝
に
伝
え
ら

　
れ
る
。

○
木
造
聖
観
音
菩
薩
｝
」
像

　
躯
）

○
利
剣
々
［
号
伽
下
惟
ｆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
枝
）

　
家
康
が
三
方
ヶ
原
の
戦
に
着

　
川
し
た
も
の
と
い
わ
れ
、
「

　
南
無
阿
弥
陀
仏
」
の
六
字
を

　
大
ｔ
‥
し
、
決
死
の
覚
悟
で
あ

　
っ
た
と
い
わ
る
。

○
松
脂
蔵
人
佐
元
康
制
札
（
一

　
而
）
永
禄
三
年
（
一
花
六
〇

　
）
五
刈
、
へ
’
川
義
元
が
桶
狭

　
問
で
没
す
る
と
、
家
康
は
岡

　
崎
城
に
帰
り
、
直
ち
に
三
河

　
経
営
に
着
下
し
た
、
そ
の
時

　
の
制
札
で
「
松
平
蔵
人
、
永

　
禄
三
年
七
月
九
日
、
元
服
」

　
と
お
か
れ
て
い
る
。

○
銅
鐸
（
一
口
）
鋳
上
り
の
非

　
常
に
は
っ
き
り
と
し
た
も
の

　
で
、
ほ
と
ん
ど
無
き
ず
で
寺

　
伝
に
出
上
場
所
や
経
過
な
ど

　
も
判
明
し
て
い
る
。

（
一
　
○
法
蔵
寺
の
桜
、
地
上
に
限
廻

　
一
木
造
り
で
高
さ
Ｉ
〇
八
、

　
一
七
セ
ン
チ
、
製
作
未
完
成

　
だ
が
嘔
安
末
期
の
作
と
見
ら

　
れ
、
大
ま
か
で
素
訃
味
わ
な

　
い
の
あ
る
作
。

Ｏ
破
魔
弓
（
一
張
）

　
家
康
愛
川
の
も
の
と
い
わ
れ

　
鯨
の
ひ
げ
で
作
ら
れ
、
桃
山

　
時
代
の
作
。

○
青
磁
花
瓶
（
一
口
）

　
高
さ
七
一
、
ニ
セ
ン
チ
、
口

　
経
三
一
、
八
一
セ
ン
チ
、
巾

　
国
の
明
時
代
の
作
で
非
常
に

　
逸
品
、
松
平
家
か
ら
の
寄
進

　
り
、
四
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
の

　
幹
の
腐
蝕
し
た
部
分
が
残
っ

　
て
い
る
。
現
在
は
こ
の
幹
か

　
ら
出
た
孫
の
若
木
が
花
を
つ

　
け
て
い
る
。
老
木
の
幹
は
家

　
康
の
１
　
植
え
の
桜
と
寺
伝
は

　
に
え
て
い
る
。

　
以
±
1
　
ト
ー
点
が
昭
和
三
ト
瓦

年
三
Ｕ
十
‐
に
指
定
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

　
な
お
、
他
に
六
角
ｔ
-
m
‐
、

東
照
宮
、
必
勝
水
、
神
社
印
ぴ

紙
掛
松
、
新
選
組
隊
長
近
藤
勇

の
首
塚
等
数
多
く
の
･
＞
：
蹟
も
あ

り
ま
す
。

お
宅
に
リ
ュ
ウ
マ
チ
、
神
経

痛
の
お
年
よ
り
が
い
ら
っ
し

た
ら
、
い
や
お
年
よ
り
と
は

限
り
ま
せ
ん
。
壮
年
の
人
で

も
こ
の
病
気
で
苦
し
ん
で
い

る
人
が
あ
り
ま
す
。

　
胃
を
い
た
め
な
い
た
め
に

タ
バ
コ
の
吸
い
す
ぎ
、
落
花

生
の
よ
う
な
不
消
化
物
の
食

べ
す
ぎ
、
宿
る
前
の
大
食
、

お
な
か
Ｉ
ぱ
い
の
食
べ
す
ぎ

そ
し
て
何
よ
り
も
、
心
配
事

の
連
続
と
い
っ
た
こ
と
は
で

き
る
だ
け
さ
け
な
け
れ
ば
な

一
　
て
*
＞
て
ｒ
Ｖ
た
大
力
た
ｒ
Ｖ
Ｊ
と
Ｍ
　
Ｆ
ｙ
ｌ
ｔ
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

一
　
る
と
い
う
ね
け
で
す
。
も
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

…
－
：
’
－
Ｉ
ｓ
一
一
－
一
ｌ
ｓ
ｓ
－
－
●
一
Ｉ
Ｉ
Ｉ
・
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
・
・
‐
ｌ
ｓ
ｅ
●
１
‐
ｓ
ｓ
ｓ
－
－
一
一
一
‐
ｔ

て
い
て
い
た
だ
か
な
い
と
困
　
り
ま
せ
ん
。

れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▽
岡
崎
署
竹
内
の
自
転
収
の
盗

難
が
ふ
え
て
い
・
ま
す
。
新
し
く

自
転
車
を
買
わ
れ
た
か
た
、
ま

た
、
防
犯
登
録
を
知
ら
な
か
っ

た
か
た
も
、
こ
の
機
会
に
、
大

切
な
財
産
を
守
る
た
め
に
、
ぜ

ひ
登
録
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
勧
め
い
た
し
ま
す
。

登
録
を
す
る
場
所
　
近
く
の
自

　
　
転
車
屋
さ
ん

登
録
の
手
数
料
　
一
〇
〇
円

登
録
期
間
　
別
に
指
定
さ
れ
て

　
　
い
ま
せ
ん
。
な
る
べ
く
早

　
　
目
に
。
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三
河
郷
友

会
学
生
寮

　
昭
和
四
十
七
年
度
財
団
法
人
三
河
郷
友
会
学
生

寮
の
入
寮
者
を
つ
ぎ
の
と
お
り
募
集
い
た
し
ま
す
。

　
募
集
人
員
　
十
七
名
（
一
年
生
）

　
所
在
地
　
東
京
都
文
京
区
小
石
川
五
丁
目
十
九

―
三
十
七
（
東
京
教
育
大
学
南
隣
）

　
応
募
資
格
　
山
岡
崎
市
出
身
者
で
東
京
お
よ
び

そ
の
近
郊
の
大
学
に
木
年
度
一
年
生
と
し
て
入
学

が
決
定
（
見
込
）
し
た
昼
間
部
男
子
学
生

　
閣
学
術
優
秀
、
志
操
中
正
、
身
休
健
企
な
人

　
閣
寮
賞
等
の
支
払
い
の
で
き
る
人

　
㈲
確
実
な
保
証
人
（
二
名
、
う
ち
一
名
は
父
兄

）
の
あ
る
人

　
寮
費
等
　
出
入
寮
金
＝
一
五
、
〇
〇
〇
円

　
昨
年
四
月
一
目
以
降
に
加
入
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
市
民
交
逝
傷
害
保
険
は
、
き
た
る
四
月
三
十

‐
で
満
期
と
な
り
ま
す
の
で
、
五
月
一
日
か
ら
一

年
間
効
力
の
あ
る
市
民
交
通
傷
害
保
険
の
受
付
を

つ
ぎ
の
と
お
り
行
な
い
ま
す
。

　
保
険
期
間
　
五
月
一
日
か
ら
翌
年
四
月
三
十
日

ま
で
　
申
込
受
付
開
始
　
四
力
一
目
か
ら

　
保
険
料
　
一
人
に
つ
き
四
百
八
ト
円
（
一
年
分

）
、
生
活
保
護
世
帯
半
額

　
申
込
方
法
　
各
町
の
総
代
さ
ん
を
迦
じ
各
世
帯

に
申
込
１
　
入
り
の
ち
ら
し
を
配
布
し
ま
す
の
で
、

中

　
閣
父
兄
寄
附
―
一
口
Ｉ
、
○
○
○
円
（
四
口

以
上
）

　
閣
寮
費
＝
三
、
五
〇
〇
円
（
月
額
と
し
て
、

室
料
、
雑
費
）

　
㈲
食
費
９
実
費

　
募
集
期
限
　
昭
印
四
十
七
年
三
月
二
十
日

　
入
寮
選
考
　
昭
和
四
十
ヒ
年
三
月
二
十
七
日

　
（
月
）
九
時

　
入
寮
決
定
　
昭
印
四
十
七
年
三
力
二
十
九
日

　
（
水
）

　
願
書
提
出
先
お
よ
ぴ
用
紙
の
交
付
　
岡
崎
市

教
育
委
員
会
庶
務
課
ま
で
（
電
話
二
三
－
六
四

二
〇
番
）

申
込
書
に
記
入
の
う
え
保
険
料
を
そ
え
て
市
民

課
ま
た
は
各
支
所
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
追
加
事
項

　
な
お
、
過
年
度
加
入
者
の
か
た
で
被
害
に
あ

わ
れ
、
ま
だ
保
険
金
の
請
求
書
を
提
出
さ
れ
て

い
な
い
か
た
は
、
お
早
め
に
市
民
課
ま
た
は
各

支
所
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
参
考
事
項

　
過
年
度
加
入
者
の
被
害
状
況
は
つ
ぎ
の
と
お

り
で
す
。

　
加
入
者
六
七
、
一
一
〇
人
の
う
ち
、
被
害
者

四
三
九
人
の
う
ち
死
亡
者
一
九
人
。

１

　
ど
ん
な
環
境
に
あ
る
人
で
も

健
康
で
あ
り
、
す
ぐ
れ
た
休
力

を
維
持
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
人
々
が
自
己
の
体
力
や
ス

ポ
ー
ツ
活
動
の
基
本
と
な
る
運

動
能
力
の
現
状
を
確
か
め
、
そ

の
結
果
に
基
づ
い
て
、
不
足
し

て
い
る
休
力
や
能
力
を
高
め
る

よ
う
に
努
力
す
る
と
と
も
に
、

健
康
に
自
信
を
も
っ
て
生
活
で

き
る
よ
う
に
す
る
た
め
壮
年
体

力
テ
ス
ト
を
け
な
い
ま
す
の
で

多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
と
き
　
昭
和
四
十
七
年
三
月

十
八
日
（
上
）
・
午
後
六
時
開
始

　
（
雨
天
時
は
三
月
二
十
五
日
）

　
と
こ
ろ
　
岡
崎
公
園
グ
ラ
ン

　
参
加
人
員
　
一
。
０
０
名
（
先

着
順
）

　
対
象
　
三
十
才
か
ら
六
十
才

ま
で
の
男
女

　
服
装
　
連
動
の
】
き
る
服
装

　
参
加
料
は
無
料
で
す

皿.皿1こy^｀;皿hj^ I
リブルで体力テストジクザグド

　
テ
ス
ト
内
容

　
田
敏
捷
性
（
反
後
横
と
び
）

　
閣
瞬
発
力
（
垂
直
と
び
）

　
閣
筋
力
（
握
力
）

　
倒
巧
練
性
（
ジ
グ
ザ
グ
ド
リ

ブ
ル
）

　
㈲
持
久
性
（
急
歩
）

　
以
上
五
種
目
で
、
各
稲
目
と

も
得
点
表
に
よ
っ
て
体
力
を
判

定
し
、
体
力
年
令
を
判
定
し
ま

す
。

　
申
込
　
三
月
十
目
（
金
）
ま

で
に
、
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名

年
令
、
性
別
、
電
話
番
号
を
記

入
の
う
え
岡
崎
市
教
育
委
員
会

壮
年
体
力
テ
ス
ト
係
（
岡
崎
市

十
王
町
二
丁
目
九
界
地
）
ま
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
（
電

話
で
の
受
付
は
い
た
し
ま
せ

ん
。
）

　
傷
害
処
置
　
主
催
者
は
、
こ

の
体
力
測
定
の
運
常
に
つ
い
て

危
険
の
な
い
よ
う
安
企
に
留
意

し
ま
す
が
、
万
一
事
故
の
発
生

を
見
た
場
介
こ
れ
に
よ
っ
て
生

じ
た
傷
害
・
疾
病
な
ど
に
か
か

わ
る
応
急
処
置
の
み
は
主
催
者

で
い
た
し
ま
す
が
、
そ
の
後
の

治
療
ま
た
は
そ
の
費
川
の
負
批

な
ら
び
に
傷
害
・
疾
病
の
結
米

に
つ
い
て
の
賠
償
な
ど
の
責
任

は
負
い
ま
せ
ん
の
で
、
こ
の
趣

Ｖ
!
‐
を
承
諾
の
う
え
参
加
く
だ
さ

い
。



きざか市政だより　お昭和4 7年３月１日７－-

宅
地
開
発
許
可
等
の
事
務
移
譲

　
従
来
県
で
お
こ
な
わ
れ
て
い

た
祁
巾
計
圃
法
に
も
と
づ
く
開

発
許
可
お
よ
び
建
築
許
可
な
ら

び
に
建
築
法
準
法
に
も
と
づ
く

道
路
位
置
指
定
の
申
講
の
許
可

１

事
務
が
県
か
ら
市
へ
移
譲
さ
わ

て
、
こ
れ
ら
の
申
請
は
、
昭
和

四
十
七
年
四
‐
刀
一
口
か
ら
市
が

受
付
を
し
て
許
司
致
し
ま
す
。

　
四
月
か
ら
建
築
確
認
事
務
の

　
　
　
　
　
一
部
が
市
に
移
管
さ
れ
ま
す

　
建
物
を
建
て
た
り
、
工
作
物
　
　
の
も
の

を
設
け
る
と
き
は
、
建
築
基
準
　
二
、
木
造
建
築
物
は
、
階
数
が

法
に
よ
り
、
建
築
主
事
の
確
認
　
　
二
以
下
の
も
の
で
、
延
べ
而

を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

が
、
今
ま
で
は
、
す
べ
て
県
の

姓
築
主
小
が
Ｃ
れ
を
行
な
っ
て

き
ま
し
た
。

　
四
‐
―
≫
一
口
か
ら
こ
の
一
部
が

市
に
移
さ
れ
、
市
の
廸
築
よ
小

が
こ
れ
を
行
な
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。
確
認
の
対
象
と
な
る
の

　　固定資産課税台帳を縦覧

固定資産課税合帳を縦覧されるかたは，

3/J I日から３月21日までに，市役所資

産税課へおいでください。

は
、
つ
ぎ

の
も
の
で

す
。
一
、
特
殊

　
建
築
物

　
は
、
用

　
途
に
供

　
す
る
部

　
分
の
床

　
面
積
の

　
合
計
が

　
百
平
方

　
メ
ー
ト

　
ル
以
下

　
債
が
五
百
平
方
メ
ー
ト
ル
以

　
下
の
も
の

三
、
非
木
造
建
築
物
は
、
階
数

　
が
一
の
も
の
で
、
延
べ
而
積

　
が
二
百
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下

　
の
も
の

四
、
高
さ
が
六
メ
ー
ト
ル
を
こ

　
え
る
煙
突
お
よ
び
四
メ
ー
ト

　
ル
を
こ
え
る
広
告
塔
、
広
告

　
板
、
装
飾
琳
、
記
念
塔
な
ど

　
で
、
十
。
メ
ー
ト
ル
以
下
の
も

　
の
五
、
高
さ
が
ニ
メ
ー
ト
ル
を
こ

　
え
、
三
メ
ー
ト
ル
以
下
の
擁

　
啼
　
こ
の
ほ
か
、
仮
設
建
築
物
の

存
続
、
建
築
の
許
可
も
市
長
の

権
限
に
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
確
認
、
許
可
の
巾

詰
手
数
料
は
、
市
の
収
入
証
紙

に
よ
っ
て
納
め
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

f/皿〃ﾀﾞ／／／／皿mm ／♂ノ■-trttt〃-ﾀtttノ／／ノ／〃皿／ t
tfif皿-t-／t♂／／〃〃itft^mt皿f*♂〆♂-〃t／i
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皿／f～／〆皿皿'
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屋
外
広
告
物
の
設
置
は
ｔ
ｌ
‐
＝
・
＝
‐
＝
＝
‐
＝
‐
＝
‐

　
　
　

必
ず
許
可
を
＝
‐
＝
・
・

　
引
在
は
、
広
告
時
代
と
い
わ

れ
ま
す
よ
う
に
、
市
内
の
道
路

や
空
地
、
電
柱
、
家
の
囲
い
な

ど
い
た
る
と
こ
ろ
に
ポ
ス
タ
ー

や
は
り
札
、
立
看
板
な
ど
、
数

多
く
の
屋
外
広
告
物
が
設
置
さ

れ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の

広
告
物
の
多
数
が
無
許
可
で
あ

り
、
ま
た
期
限
切
の
も
の
が
い

つ
ま
で
も
放
置
さ
れ
て
い
る
光

景
が
よ
く
見
ら
れ
ま
す
。
こ
れ

は
非
常
に
町
の
美
観
を
そ
こ
な

っ
て
い
ま
す
。
限
外
広
告
物
は

常
時
ま
た
は
あ
る
一
定
期
閥
続

け
て
限
外
に
表
示
む
て
宣
伝
な

ど
の
た
め
に
使
川
す
る
広
告
物

で
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
が
あ

り
ま
す
。

　
田
川
や
山
の
中
に
珪
っ
て
い

る
野
だ
て
広
告
物

　
閣
家
や
軒
先
、
壁
な
ど
に
表

示
さ
れ
て
い
る
広
告
や
、
は
り

紙
、
は
り
札
、
立
看
板

　
閣
屋
上
の
ネ
オ
ン
や
建
物
か

ら
突
出
て
い
る
広
告
物
ま
た
は

ア
ド
バ
ル
ー
ン

　
愛
知
県
で
は
、
こ
れ
ら
の
屋

外
広
告
物
が
町
の
美
観
や
自
然

の
美
し
さ
を
こ
わ
し
た
り
、
み

な
さ
ん
に
危
害
を
お
よ
ぽ
さ
な

い
よ
う
に
す
る
た
め
、
愛
知
県

屋
外
広
告
物
条
例
を
定
め
て
。

こ
れ
ら
の
屋
外
広
告
物
を
表
示

す
る
と
き
は
許
呵
を
受
け
な
け

れ
ば
表
示
で
き
な
い
よ
う
に
定

め
て
お
り
ま
す
。
美
し
い
自
然

環
境
を
維
持
し
、
町
を
芙
し
く

住
み
よ
く
す
る
た
め
に
、
み
な

さ
ま
の
ご
協
力
を
お
噸
い
し
ま

す
。

　
屋
外
広
告
物
の
あ
り
方

　
屋
外
に
あ
る
す
べ
て
の
広
告

物
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
っ
て
い

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
山
美
観
風
致
を
そ
こ
な
わ
な

い
も
の
で
あ
り
、
位
置
、
大
き

さ
、
色
、
デ
ザ
イ
ン
な
ど
が
ま

わ
り
の
景
色
と
凋
和
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

　
悶
公
衆
に
対
し
て
危
害
を
お

よ
ぽ
さ
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と

　
（
材
料
や
施
行
方
法
が
雑
で
あ

る
た
め
落
下
し
た
り
倒
れ
た
り

し
て
人
に
危
害
を
お
よ
ぽ
し
て

は
い
け
ま
せ
ん
。
）

　
閣
交
通
を
妨
害
す
る
よ
う
な

位
置
に
表
示
ま
た
は
設
置
し
て

は
い
け
ま
せ
ん
。

　
圃
交
通
信
号
機
、
道
路
標
識

の
支
障
に
な
ら
な
い
こ
と
。

　
禁
　
止
　
区
　
域

　
田
風
致
地
区
（
天
神
山
、
大

樹
寺
、
竜
北
、
甲
山
、
足
延
、

竜
宮
、
竜
城
、
六
名
、
藤
川
、

南
部
、
小
豆
坂
、
ほ
母
、
竜
美

）　
口
住
居
専
用
地
区
（
稲
熊
、

石
神
、
甲
山
、
悔
園
、
明
大
寺

竜
美
ヶ
丘
、
羽
根
）

　
閣
文
化
財
の
建
造
物
の
周
囲

斤
十
メ
ー
ト
ル

　
㈲
保
安
Ｔ
±

　
i
n
高
速
自
動
巾
国
道
（
東
名

）
お
よ
び
新
幹
線
の
路
端
か
ら

ｎ
ｏ
ｏ
メ
ー
ト
ル
以
内
（
障
害

物
等
に
よ
り
展
望
が
で
き
な
け

れ
ば
よ
い
。
）

　
圓
国
道
一
り
線
お
よ
び
名
古

夙
鉄
道
木
線
の
路
端
か
ら
Ｉ
〇

〇
メ
ー
ト
ル
以
内

　
閉
官
公
署
、
学
校
、
図
書
館

公
会
堂
、
公
民
館
、
旨
物
館
、

美
術
館
、
体
育
館
、
古
墳
、
墓

地
、
火
葬
場
、
非
祭
場
、
神
社

寺
院
、
教
会
の
敷
地
内

　
禁
　
止
　
物
　
件

　
山
橋
り
ょ
う
、
ト
ン
ネ
ル
、

高
架
構
造
お
よ
び
分
離
帯

　
閲
街
路
樹
、
路
傍
樹

　
倒
信
号
機
、
道
路
標
識
、
道

路
上
の
柵

　
叫
消
火
栓
、
火
災
報
知
既
、

火
の
見
や
ぐ
ら

　
閤
郵
便
ポ
ス
ト
、
電
話
ボ
ッ

ク
ス
、
公
衆
座
所
、
路
上
変
電

塔　
圓
送
電
鉄
塔
、
送
受
信
塔

　
閉
煙
突
、
ガ
ス
タ
ン
ク
、
水

道
タ
ン
ク

　
閣
銅
像
、
神
仏
像
、
記
念
碑

　
倒
電
柱
、
街
灯
柱
、
そ
の
他

こ
れ
に
類
す
る
も
の
に
は
、
は

り
紙
、
は
り
札
ま
た
は
立
看
仮

を
表
示
し
て
は
な
ら
な
い
。

　
屋
外
広
告
物
の
手
続
き
は

　
市
役
所
都
市
計
画
課
へ

　
限
外
広
告
物
の
許
吋
川
限
は

一
年
以
内
で
す
。
（
た
だ
し
、

立
看
仮
、
は
り
紙
、
広
告
球
、

ア
ド
バ
ル
ー
ン
な
ど
は
一
ヶ
月

以
内
許
可
さ
れ
ま
す
。
）
こ
の

期
間
が
過
ぎ
て
引
続
き
表
示
す

る
場
合
は
、
許
可
の
更
新
を
受

け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
巾

請
書
に
ご
設
計
図
な
ど
必
要
書

類
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
が
、
茫
看
板
、
は
り
紙
、
は

り
札
、
広
告
幕
な
ど
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。
限
外
広
告
物
の
許

可
を
受
け
る
と
き
は
所
定
の
手

数
料
が
必
要
で
す
。

　
な
お
、
屋
外
広
告
物
に
つ
い

て
は
、
い
ろ
い
ろ
の
設
置
八
準

が
あ
り
ま
す
の
で
、
市
役
所
祁

市
計
呵
課
庶
務
係
へ
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
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割引販売日を　ｉ

ご利用ください　１

青果物

鶏　肉

豚　肉

毎月第3土曜日ｉ

　　　　　　　｜毎月1 0日　　Ｅ
　　　　　　　Ｉ

毎月2 9日　　！

i …＿＿…＿＿…＿＿…」

行
政
相
談

　
と
き
　
毎
月
第
二
水
雌
日
（

三
月
八
日
）
午
後
一
時
？
四
時

　
相
談
員
　
行
政
相
談
委
員
（

小
野
辰
雄
）

法
律
相
談
（
予
約
制
）

　
と
き
　
毎
‐
門
第
二
、
第
四
月

曜
口
（
三
月
十
三
日
、
二
十
七

日
）
午
後
一
時
？
四
時

　
相
談
員
　
名
古
屋
弁
護
士
会

岡
崎
支
部
弁
護
士

交
通
事
故
相
談

　
と
き
　
毎
週
月
曜
日
、
午
前

十
時
？
午
後
四
時

　
相
談
員
　
県
交
通
相
談
員

文武岡
岫史田
its ’金

八　｀蔵
　ひ　｀

史
）
、
ひ
ｎ
古
屡
法
岱
局
岡
崎

岫
職
八

岩
１
た
っ
、
神
取

- ８－

　
　
電
話
二
三
上
〈
四
九
二
番

人
権
相
談

　
と
き
　
毎
月
第
二
水
雌
口
（

三
月
八
日
）
午
後
一
時
２
四
時

　
相
談
員
　
人
権
擁
護
委
員
（

I-

・
・
‐
‐
　
４
１
－

ハ

交
通
安
全
年
間
ス
ロ
ー
ガ
ン
）

- － － -

内
科
ま
た
は
小
児
科

外

科

と
つ

さ
の
時
に

避
け
ら
れ
ま
す
か

　
　
　
そ
の
運
転
で

－
・

　５

-一斉藤

’1

－
｀

- -

'‾　　　　　刀　口

時問　　　一一一一一__
３月2 3 日（木）

午

前

io時00分～io吽i5分

10時H5分～1】mo分

＼時30分～日時45分

六ッ美農協中島文所

六ッ美支所

矢　作　農　協

午 １峙00分～I時15分 矢作農協長瀬支所

後

３月2 3 日（木） ３月2 9口（

六ッ美農協中島文所

六ッ美支所

矢　作　農　協

福　岡　公

戸崎心卜

平地中公

矢作農協長瀬支所 蓑川公£

１時45分～２時00分　葵農協奥殿出張所

２時30分～2時45分　岩　津　支　所

３時15分～３時30分

ﾋﾞ

農協常磐支所

藤

木

河

(水)

　岡　　公　館

崎　心　城　寺

地中公民館

３月中

日

－●

１

- 　 　 　 - -

胃　腸　科　｜

（馬3）　ｉ

川

宿

合

　電話21－0555番

酒　井　医　院

　　　　(矢　作)

　電話31－2036番

船　川　医　院

　　　　(明大寺)

　電話51 －1897番

連

連

連

絡

絡

絡

　館

　所

　所

　所

一一

　
野
犬
の
発
生
を
防
止
す
る
た
め
、
不
要
犬
の
買
い

上
げ
を
つ
ぎ
の
日
程
に
よ
り
実
施
し
ま
す
か
ら
不
要

な
犬
は
、
つ
ぎ
の
会
場
へ
連
れ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

　
（
そ
の
際
、
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
）

器匝薮亘回
緊急当直担当時間　　午前８時～翌日午前８時

　　　　　　　　　　　　　　--･･=･--

　２　　日　　１　１　　９　　日

一一　　　－一一一－一一　　　　　　－－･
後　藤　医　院｜蜂須叙医院

　　　（伝馬3）　１　　　　　　（中　町）

　電話21－4071番

にいのみ医院

　　　(矢　作)

　電話31－5230番

小　坂　医　院

　　　(明大寺)

電話5＼-3353界　｜

'ﾐ'ﾐ乙‾-匹ﾐ

　電話21－1554番

長坂記念病院

　　　(能　見)

　電話21―2032 番

陣　　医　　院

　　　(明大寺)

　電話51－1875番

　　　　　　　　　　　－　　　一一一‥--一一一別　府　医　院　　休　　病　　院｜　長坂記念i 1-院

　　　Ｏ　川）　

|　　　　

（伊　賀）　｜　　　　（能　見）

　電話22－4139 番　　　電話23－5221番　　　電話21－2032番

--一一‥-一一　　　－-‥一一一一一-
　産ｉ内　山病院

　婦　　　　　（康生南）

　轟　　　電話21－5171番

”-･ｉ’;･‾‾‾~
Ｌわ

科１　１

随　沼　医　院　｜　村　川　医　院

　　　　』丿　・　　－．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㎜

　りぷ生爾)　　　　（康'＼-南）　　　　（十王2）

μ卜5171番　

｜　　

電話21－5357番　１　　電話21―45日番　，

-　-　一

朗　医　院　｜　|公　下　医　院　　＼f^　木　医　院

　（美　合｀）　　　　　（明大寺）　　　　　（m南）

舌51－18I6番　１　　電話51－5094番　

i　　

電話22-3497番

－　　　　　　　　‾－－－｀’　　　　　　　　　　"゛”-==ﾐ゜｀’を”-=-⇒〃;
I　電話51

-1816番　｜　?ll話51-509情　｜　?U話22-3497番

‾噪ﾚ魚而

（

1丿∇こ①姦才 i＼し馬心)

鼻科；　　電話52-0453番　｜　　心話51-5094番　　　電話21-1340番

　２　０　日

一一
長　嶋　医　院

　　　(両　町)

　電話22－0406番

長坂記念病院

　　　(矢作橋)

　電話31－3170 番

安　藤　医　院

　　　(大　ダ)

　電話2トー1845番
- 一 一 -

竹　内　医　院

　　　　（松木1）

　電話22－1260番

大　原　医　院

　　　(十王１)

　電話21－1585番
-
みしま医院

　　　(康生南)

　電話21－1648番

－･一一一一一
島　田　医　院

　　　(馬I)

　電話21 －3387番

南　部　医　院

　　　　　　(羽　根)

　電話51-5334悉

不

要
犬
の

巡
回
買
い
上
げ

２　６　日
-

オハラ医院

　　　(中　町)

　電話21―6308番

新　海　医　院

　　　(阪　屋)

　電話21一〇〇23番

川　瀬　医　院

　　　m　合)

　電話51 ― 1887番

中　沢　医　院

　　　(松本1)

　電話22－3473番
　　　-一一一一一
芦　池　医　院

　　　(明大寺)

　電話51―4853番

-一一松　本　医　院

　　　(元能見)

　電話21－6306番
一 一 一 …

山　本　病　院

　　　　（述尺I）

　電話21－0359番

｜

⇔-==---=ﾐｰ｀･‾=■=･=→ﾐｰ--･
ﾄﾞﾆ乍よ

=ﾐ=7=　･　"“ W
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